
〈中学校国語部会 〉

研 究 主 題

「読む こ と」の領域にお ける効果的な指導法の工夫

一 個 に応 じた指導の評価 と充実について 一

研 究 の概 要

本部会では、共通主題 「学習指 導要領 の 『基準性』 を踏まえた個 に応 じた指導の充実」に基

づき、研 究主題を上記の ように設 定 し、授業改善に向けて研究 を進 めてきた。

学習指導要領の…部改正において、学習指導要領 に示 されている内容等を全ての児童 ・生徒

に確実 に指導 した上 で、児童 ・生徒 の実態 を踏まえ、学習指導要領 に示 していない内容を加 え

て指導できることが明確に された、 こ うした考え方 に対応す るためには、従来 のどの生徒に も

同じ学習課題や学習過程を課す る指導法か ら脱却 し、個に応 じた指導の充実 を工夫す る必要が

ある.

1研 究 の 目的

習熟度別学習を必修教科の一斉授業 においても積極的 に取 り入れ るこ とが重要 であると考 え、個

に応 じた指導の在 り方を探 る。

rr研 究 の 方 法 ・内 容

1生 徒の学習状況の把握

学習活動を始 める前に、学習 目標や 内容 に関する個 々の生徒の寅態 を把握す ることによ り、学習

目標を達成す るための より有効 な手だて を講 じるこ とができる。また、生徒 自身 も自分の学習の実

現状況を把握 して、取 り組 むべき課題 に対す る具体 的な手だてを意識す ることがで きる。

2ね らいを明確に した授業の実践

学習を通 して身に付 けさせ たいカ を明 らかにし、学習の 目標や 内容 を設定す る。また、その 目標

を達成す るた め、個 々の生徒が どのよ うな学習活動 を行 うかを明確 にす る。これ らを生徒へ提示す

ることに より、学習活動に対 して課題 意識 をもって取 り組 ませ るこ とができる。

3評 価の 目的の明確化

学習過程 において、 目標 に対する生徒一人一人の学習の実現状況を とらえる評価が大切であ る。

しか し、1時 間の授業において、あま りに多 くの評価揚面や方法を設定 し、指導がお ろそかになっ

ては本末転倒であるnそ こで、単元や1時 間の評価のね らい を明確 に して、その 目的に応 じた評価

計画を立てて評価す ることとした。個々の生徒 の学習の実現状況を把握 し、その評価結果 を個 に応

じた指導に生かす とともに、生徒一人一人がその評価結果 を振 り返 り、次の学習 に生か してい くよ

うな指導の工夫 が大切である。

4個 に応 じた指導 の充実

習熟の程度に応 じた学習過程 を通 して、学習の 口標 を達成できるよ うにす る。生徒の力 をA(発

展的に 自ら取 り組 める)、B(標 準的な手だてで取 り組め る)、C(補 充的な手だてによって取 り

組 める)に 分 け、それぞれの習熟 の程度に応 じた方 法で課題 に取 り組 ませ、学習の 日標 を達成でき

るよ う工夫 した.
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◇ 指導事 例1【 説明 的文章 】

(1)教 材 名 『モ アイ は語 る一地球 の未来 一』 安 田善憲 作(光 村 図 書 第2学 年)

(2)研 究 の方 法

説 明的文 章の学習 で は書 き手 の論理 展開 を的確 に とらえ、 内容 を理解 して 臼分 の考 えを

もつ こ とが 目標 とな る。 しか し、 実態調査 の結果 で は苦 丁意識 を もつ 生徒 が多 く、 その原

因 の一つ と して 自分 のカ で教材 を読 み学習 を完結 した とい う達成感 を もちに くい こ とが考

え られ る。 そ こで、論 理展 開の把握 の仕方 、 内容 理解 の ための手 だて 、習熟 の程 度 に応 じ

た ワーク シー ト、実態 把握 に基 づ く展開 について 工夫 を行 い 、指 導法 の改 善を 図 った。

(3)授 業計画(7時 問扱 い)

○状況把握 のための評価 ★個 々の生徒 に返す評価 △個々 の生徒 の状況把 握の ための評価

次 時数 学習活動 評価方法

・学 習 目標 を知 り、 「モ アイ 」にっ い て 知 って い る こ とを あ げ る。O発 言

第 2 ・教材文 を意味段落 ごとに分 けた ワー クシー トで、新出漢字や難解 ★ ワークシート1

ユ 時 語句 を確 認 しなが ら、範読 を聞 く。 ★ ワー妙 一トII

次 問 ・それぞれ の意味段 落に合 う小見出 しを選択す る。 ○観察

・第1段 落 か ら論 の進 め方 の概 略をっかみ 、6つ の意味段落 を正

しく並 び 替 え る。

第 2
・全文 を読 み 、初 め て分 か った こ と、疑 問点 、感 想 な どを学 習 プ リ ★ ワー妙 一ト皿

時
ン トに記 入す る. o観 察

2

問
・それぞれの意味段落で、筆者が問題 と して あげているこ とを とら 0発 言

次 え、そ の 答 え にな っ て い る とこ ろ に線 を 引 く。

・要約す る上 での注意す べ き事項 をあげ、そ の説 明 を聞 く。

・第1毅 落 の要 点 を確 認 しな が ら、 要 約 文 に ま と め る。 ○観察

第 2 キ ー ワー ド ・キ ー セ ン テ ンス を と らえ な が ら、 自分 のカ で ム ワークシートIV

A
3 時 要 約 文 に ま と め る。

次 間 B ワー クシー トを活 用 して要点 を確認 した後 、それ を参考 に、 A～C

C 要 約 文 に ま と め る。

第
1

・ 「イー ス ター 島」 と 現代 の 「地 球」 を比較 し、筆 者 が述 べたか っ ★ ワークシーIV

4
時

たこ とをとらえ、それ に対す る 自分の考 えをま とめる。 o発 言 、観 察

次 問
・ま とめた こ とを発 表 し、 意 見 を 交換 す る.

第 1
・参 考資 料 を読み 、 「モ アイ は語 る」 と比 較 し、 さらに詳 しくわか ★ ワー妙 一トVI

時
った こ とを ま とめ る。

5

問
・さ らに 知 りた い こ とや 調 べ た い こ とを あ げ 、そ れ につ い ての 資

次 料 を集 め 、 ま とめ る。

(4)指 導法 の改善 の工 夫

①論理 展 開の把握 のた めの工夫 → ワー クシー トII

説明的文章 の学習 にお いて、形式段落 を とらえてか ら、意味段落 を考え→ 小見 山 しをっ け→

要旨をつ かむ とい う取組 が一般 的であ る.本 教材 では 、小 見 出 しがつ いているので、意 味殼 落

と小見 出 しを生徒 が組 合せた後 、順不 同に提示 してい た意味段 落を正 しい順 に並び替 え させ た。

小見 出 しと意味段 落が提示 され てい るので、生徒は意欲 を もって取 り組み 、論理 の展 開を ト分
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② 内容理解 のた めの手だて の工夫

内容理解 の手だて として要約 文 を書 かせ るこ ととした.そ の前段 階 と して、 キー ワー ド、 キ

ーセ ンテ ンス を とらえさせ るため に
、小見 出 し と問題 提起に対す る答 え の部分 に注 口させ た。

まず 、小 見 出 しの文言 について触れ られ てい る部分 に、小見 出 しごとに線種 を変 えて傍線 を

引かせ 、その後、問題提起 の部分 を押 さえ、その答 えの部 分に傍線 を引かせ た。 また、要約 を

す る上 での注意や なぜ要約 が必要 なのか等 の説 明を し、 目的意識 を もって取 り組 ませ るよ うに

した。

③習熟 の程度 に応 じた ワー クシー トエ夫 → ワー クシー トIV

要約文 に まとめ るカは、生徒 に よって差が ある ことか ら、習熟 の程 度 に応 じた ワー クシー ト

を3種 類 用意 した。

【Aコ ー ス】…… 自分の力で要約 して い くた めのもので、意 味段落 ご とに200字 のマス 目

を作 り、100字 目がわかる ように した.

【Bコ ース 】……まず 内容把握 がで きる よう要 点をま とめるた めの穴 埋め式問題 を して か ら、

それ らと本文 を参 考 にして 【Aコ ース 】の要約 がで きるよ うに した。

【Cコ ー ス】…… 【Bコ ース 】の穴埋 め式間題 を してか ら、それ らと本文参 考 に して、要約

文 も穴埋 め式で完成す る よ うに した。

生徒に、 白分 の習熟の程度 に応 じた ワー クシー トを選択 させ るこ とがポイ ン トとなるので、

まず 全員で 【Aコ ・.一ス】の ワー クシー トを使 って第1段 落 の要約 を行 ったnそ の結 果、 自分 の

習熟 の程度 に合 った ワーク シー トを選択 させ、学習す るよ うに配慮 した、 その際、選択 に迷 っ

てい る生徒 には、適 宜ア ドバ イス を行 った。 生徒が ワー クシー トを選択 した後 は、 きめ細やか

な個別指 導が必要な ので、丁寧 な机 間指導 を心がけた.

④ 実態把握 に基づ く展 開の工夫

・一斉 授業 の中で、数種類 の ワー クシー トを活用 して、個に応 じた指導 を行 う際は、生徒 の

実態把握 が特 に重要 になって くる.そ のため、既 習教材 を使 った説明文 の読み 取 りに関す
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るプ レテス トを実施 し、その結果 をも とに授業 を構 成 した。

・ワー クシー トを選 択 させ る際は選択の基準 を明示 し、それ に従 って生徒が 自分 の習熟 の程

度 に応 じた ワー クシー トを選択 でき るよ うに した.ま た、生徒 の選択 が習熟 の程度 に応 じ

てい るかを机 間指 導を通 して確認 し、習熟の程度 に合 わない選択 を した生徒 には よ りカ を

伸 ばせ る よう適切 な ワー クシー トを提示 した。

(5)授 業実践修叫

過程 学習活動 指導内容 0指 導上の留意点 A・Cの 生 徒

● 評価の観点 への手だて

導入 ・本時の学習の見通 しを ・本 時の学習内容 を示す。O学 習 の 目標 と方 法 を

(5分) も つ 。 概括 的に と らえ られ

る.

・要約 文 の ま とめ 方 にっ ・要 約 す る .ヒで の 注 意 事 O要 約上での注意事項

いて 説 明 を聞 く。 項 を説 明す る。 *以 前に引いた傍線 の

部 分 が キー ワー ド ・キ

・第1段 落の要約文 を書 ・全 員 でAコ ー ス の ワー 一 セ ンテ ン ス で あ る 。

く. ク シ ー トに第1段 落 の Oコ ー スの選択 は以 下

要約 文 を書 かせ 、 どの をめやす とす る。

程度できたか確認 させ 【Aコ ー ス 】

る 。 「モ ア イ の な ぞ 」[大 き く な

展開
・教 師 の説 明 を聞 き、習 ・A・B・C各 コ ー ス の

た ら・・」 が 含 ま れ 、1〔}0字
・選 択 に迷 っ

(40分)
熟 の程 度 に応 じた コー 内容 を説明す る。 自分 以 内で よ とめて あ る。 て い るC

ス を選 択 す る。 の習 熟の程度 に あった 【Bコ ー ス1 の 生 徒 に

コー ス を選 択 させ る。 上 記 の こ と が 抜 り て い る か 、 は 、選 択 に

・第2段 落か ら第3段 落 ・コー ス を 選 択 させ た 後 、ま た は 、 「モ ア イ の 説 明 」 が っ い て の

まで を要約文 にま とめ 第2段 落か ら第3段 落 入 って い る.字 数 が150字 ア ド バ イ

る 。 ま でを要約 文 に ま とめ 以 ヒで ま と め て あ る 。 ス を 与 え

さ せ る 。 る 。

・意 味段落の小見 出 ・キ ー ワ ー ド ・キ ー セ ン 0各 段落の キー ワー ド ・Aの 生 徒 へ

しを参 考に しなが テ ンス を とらえ させ な に注 目す るよ う指 示 100字

ら、それぞれ の段落 が ら、 自分 のカ で要約 す る 。 程 度 を 意

の キ ー ワ ー ド ・キ ー 文 に ま とめ させ る。 ● キ ー ワ ー ド ・キ ー セ 識 させ 、簡

A セ ン テ ン ス を さ が ンテ ンス を と らえ 、 潔 な 表 現

す。 それ を使 い 要約 簡潔 に要約 文 にま と で ま と め

文 に ま とめ る、 め る こ とが で き た る よ う 指

か 。 示 す る。

〈要約 文 〉

・ ワ ー ク シ ー トに 要 ・各意味段落 の要点 が押 ●学習プ リン トに要 点 ・Gの 生 徒 へ

点 を書 き込 む。 そ さ え られ る ワー ク シー を書 き込 む こ とがで 各 段 落 の

の ワー ク シ ー トを トに 取 り組 ませ 、 書 き きたか、 それ を参 考 重 要 語 句

B 参 考 に し、要約 文 込ん だ要点 をキー ワー に しなが ら、簡潔 に を … 緒 に

に ま とめ る. ド ・キ ー セ ンテ ンス と 要約 文 にま とめる こ 確 認 し、要

して要約 文 にま とめ さ とが で き た か 。 点 を ま と

せ る. 〈 ワ ー ク シ ー ト 〉 め る.

〈要約 文 〉
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・各意味段落 の中で ・重 要な語句 を教科書の ●重要な語句を教科書 ・Cの 生徒 へ

重要な語句を確認 中 か ら 見 つ け 記 入 し、 中か らさが し要約文 適 宜 ア ド

C し 、 ワ ー ク シ ー ト 要約文 が 完成 で きる ワ が完成 できたか. バ イ ス を

に記入 し、要約 文 一 ク シ ー トに 取 り組 ま 〈 ワ ー ク シ ー ト 〉 し、要 約 文

を完成 させ る. せ る 。 を 完 成 さ

せ る.

ま と め ・本時の授業につ いて振 ・教 師 の 説 明 を聞 き
、次 ●各段落の要点を意欲

(5分 り返 らせ、次時の学習の 日寺の 学 習 α)内容 に つ い 的に とらえ要約文 に

見通 しを もたせ る。 て確認 す る。 ま とめる ことが でき

た か 。

《 参 考 資 料 ワー ク シー トN-A・B・C》
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(6)生 徒の 変容

《 「モ アイ は語 る」要 約文作 成 にお ける生徒 たちの 変容 》

「プ レテス ト」 にお

け る実 態調 査の評価

「モ アイは語 る」 要約文 作成

開始 時使用 ワー クシー ト 記入終了時評価

【A】3名 【Aコ ー ス 】3名 【A】3名

【B】19名 【Aコ ー ス 】12名 【A】7名 【B】4名 【G】 ユ=名

【Bコ ー ス 】6名 【A】3名 【B】3名 【C】0名

【Cコ ー ス 】1名 【B】1名

【C】13名 【Aコ ー ス 】6名
一 一 一 」

【A】]名 【B】1名 【C】4名
一 一 一 一 一 巳 一 占 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 凹 一 一 一 一

【Bコ ー ス 】2名 【A】1名 【B】0名 【C】1名

【Cコ ー ス 】5名 【B】5名

*実 態 調査 で 【B】 【C】 だ っ た 生 徒 で 、【Aコ ー ス 】を 選 択 し、授 業 終 了後 の評 価 が 【C】

-5一



とな った生徒 には 、次 の授 業(第4次)に 入 る 前 に授 業時 間外 で 【Bコ ー ス 】 また は

【Cコ ー ス】の ワー クシー トに取 り組 ませ た ところ、【13】の段 階 にな る ことが で きた。

《学 習 を終 えて の生徒 の感想 》

【Aコ ース 】を選択 した生徒

・最初 は キー ワー ドが見付 け られ て も余分 な 言葉 を省 く ことがで きず 、要 約文 が長 か っ

た。 しか し、 学習 を進 める うちに不 要な部分 が分 か って きて、短 い要約 文が 書 け るよ

うにな った.要 約文 に ま とめる こ とで、筆者 の伝 えた い こ とや 大切 な ところが 明確 に

な るた め、文 章を理解 す るには 一番 良い方法 だ と思 った、

・キー セ ンテ ンス を探 した ので、【Aコ ー ス】でも迷 わず に書 けたn自 分 の 出来 具合 に合

った ワー クシー トが選べ て学 びや す かった。

【Bコ ー ス】 を選 択 した生徒

・最 初、全 員 で 【Aコ ー ス】 を使 って書い た ときは、不 要 な部分 を入れ た り、要約 の仕

方 が十分 分 か らな か った りした。 しか し、【Bコ ー ス 】を使 った ら、徐 々に大 切 な と こ

ろや要約 の仕 方が 分か る よ うにな ったn今 度 は、おそ ら く 【Aコ ー ス】 を使 って もあ

る程度 はで き る と思 う。

・要約 文 を書 く前 に穴埋 め形式 で、そ の段落 につい てま とめ を書い た。その学 習 の後に 、

自分 で要約す る と分 か り易か った。

【Cコ ー ス】 を選 択 した生徒

・以 前 は、一斉 に要約 す る学習 を行 ってい たので 、 あま り理解 でき ていな くて も何 とな

くや ってい て、 時 にはみん なが言 ってい るこ とを写す だ けだ った。 自分 で考 える とい

うので はな か ったので 、あ ま りで きなか った。 しか し、A・B・Cに 分 かれ て 自分 で

や る ことが で きた ので 、少 しず つ要約 が しや す くな った。

(7)考 察

これ まで も、 一斉指 導 の 中で 、個 に応 じた指導 を行 うた めの ワー クシー トを習熟 度別 に

複数 用意 す る ことは よ く行 われ てい た。 しか し、授 業 の 中で生徒 自身 が習熟 の程度 に応 じ

た ワー クシー トを適 切に選 択す る こ とは十分 で はなか った.そ こで、今 回 はプ レテ ス トを

行 うこ と と、生徒 が習熟 の程度 を適切 に判 断で き る基 準の提 示や 資料 の作成 を行 った。 生

徒 は、習熟 の程 度 に応 じた ワー クシー トを選 択す る と、学習 意欲 を高 め、 自ら進 んで学 習

に取 り組 み 、学習段 階 に合 った 達成感 を得 るこ とがで き るため、継 続 して ワー クシー トに

取 り組 む こ とがで き るよ うにな った。 また 、教師 が机 間指 導 を丁寧 に行 うこ とによ り、 一

斉指導 にお いて も、個 に応 じた指 導 が行 え るよ うにな った.

習熟 の程 度 を生徒 自身 が判断す るた めの ワー クシー トの作成 は 、生徒 の実態 を把握 す る

た めの様 々なデー タが必 要なた め、今 後 も研 究 を進 めてい くことが必 要 と考 え られ る。
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◇ 指導事 例2【 文 学的文章 ・小 説】

(1)教 材 名 『空 中ブ ラン コ乗 りのキ キ』 別 役 実 作(三 省 堂 第1学 年)

(2)研 究 の方 法

小説 の学習 にお いて は、登場 人物 の人物像 の読 み取 りと作品 の基 本的 な構 造 を理解 し、

内容や 表現 を味わ って 自分 の考 えを もっ こ とが 目標 とな る、 第1学 年 で ある ので、幽

,、 理 力して読み 取 る ことを通 して イ ロ全 を岳 い てい る 謳 生を読み 取 る こ とを 目

標 とす る 。 ま た 、 生 徒 の 実 態 に応 じた書 的 な 歯 罰と 的 な凸 到 日 に した の 土

り方 を工夫す る。 さ らに、学 習活動 に応 じた評価 の 目的 を明確 に し、そ れ に見合 った評価

方 法 を取 り入 れ る.

(3>授 業計画(5時 間扱 い)[===]内 は補充的学習が必要な生徒への援助の手だて

0状 況把握 のた めの評価 ★ 個 々の生徒 に返す 評価 △個 々の生 徒 の状況把 握 のた めの評価

学 習 活 動
評 価 基 準

評価方法
十分満 足(A) おおむね満足(B)

第
・作 品 通 読 、 漢 字 ・語 句 学 習 ・漢 字 学 習 、 語 意 の ・漢 字学 習法 が わか り ★ ワー クシ ー ト

1 ・次回 学習(小 説 の 四要素=時 や 文脈 上学習の工夫 語 意 をま とめ られ る 1・1【

時
場 ・人 物や で き ご と)へ の準備 漢字 筆順や 楷 書 ・辞 書活用 法 を指 導 。

・小 説 の 要 素(時 ・場 ・人 物)ご と ・小 説の要 素 と構 造 ・小説 の構 造 を ま とめ 0発 言

に構 造 の 読 み 取 り。ワー ク シー の 関連 に気 付 く。 られ る。

ト皿 時 ・揚 ・人 物 ・で き ご と の い ず れ か を 甚

伸
・班 内 ・全 体 の読 み取 り交流 に して ま とめ て い け る よ う助 言 。 o観 察

弟
2 ・板 書で物 語全体確 認. ・10中7以 上 が 一 致 ・10中5～6が 一 致 ⇒ ム ワー ク シー ト

時
・人 物 像 読 み 取 りの ワ ー ク シー → 次回発展 コー ス 基礎 ・発 展 を各 自選択 皿 ・IV

トIV 10中4以 下 の生徒 は 、人物 像読 み取 り再

欣 回目 ・目 の場 面で の コー ス 確 認 の 基 礎 コ ー ス に。

別学習の予告

・口 ・團(P116～P]18・L8) ・人物 像 と根 拠 とな ・場面 ご との人物 像 と

で 「キ キ 」の 人 物 像 読 み 取 り。 る表 現 を ま とめ ら 根 拠 と な る 表 現 を ○発言

第
3

・人物像 の班 内話 し合い→発 表 れ 、 発 表 で き る。 ま と め られ る、 ★ ワークシートIV

時 赦 回は回 の 予告 と宿題 提 示 「キキ」と他 の人物 の対比 ・会 話 で の多 用

回 の人物像読み取 り上最 も大 語 な どを参 考 に読む 方法 を助 言。

切 な箇所 に傍線 を引 く。

・回(P]18・L9～P123・L5) ・班 の 中で様 々な意 ・自分 の 読み取 りを発 o発 言

第
4

キ キの 人物 像 を班 で読 み 取 見 を 述 べ る。 表 で き て い る。 ★ ワークシートV

時 る 、 ワ ー ク シ ー トV

・各 班 の 発 表 とま と め
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第
5

時

・固q23・L6～ 終 り)ワ ー ク シ

ー トVIで キ キ の人 物 像 と作 品

に貫 か れ て い る テ ー マ に つ い

て 意 見 交 流 。 班 ・学 級 全 体.

・小 説 の 読 み 取 りに っ い て 学 習

した こ とを ま とめ る、 ワー ク

シー ト全 て を活 用 す る,、

・人物や 情景な どの表

現 を作 品全 体 と関連

付 け まとめる。

・キキ の人 物像 を表 現

に即 して ま とめ る,

○ 発 言

○ 自 己評 価

★ ノー ト

★ ワークシート

1～VI

人物 の行 動表現 に着 口 させ 、そ の意 味 を

考 え られ るよ うに助 言.

・作 品部分 と全 体 を

関連付 けて発 表。

・表 現 に 即 し感 想 を ま

と め る.

お も しろい と感 じた 内容 や表 現 の明確化

とその根 拠 が認 識 して い ける よ うに助言 。

(4)指 導法 改善の工 夫

① 小説 の要 素 と構造 を読 み取 らせ る工夫 → ワー クシー ト皿(省 略)

小 説の構 造 を と らえ させ る要 素 と しては、 時 ・場(場 面や舞 台 となる土地)・ 人 物 ・で き ご

とな どか ら読み取 らせ るよ うに した、そ れ らが絡 み合 うこ とを念頭 に置 いて全体 をい くつ か

に分 け させ て読み 取 るカ をつ けて い く。

② 補 充的 な学 習 と発 展 的 な学 習の展 開の工夫 → ワL-・・ク シー トIV⇒ ワー ク シー トV

ア コー ス別 ワー ク シー トの工 夫

小 説の最 初 の場 面で 主人公 キ キの人物像 が読 み取れ る箇 所 として10か 所 に傍線 を引

かせ た。読 み取 れた程度 に よ り、五つ に分 けた口 ・口 の揚 面で の読 み 取 り学習の ワー ク

シー トを生 徒 に選択 させ た。授 業計 画に示 した 目安 を提示 し、 それ を も とに基礎 ・発展

の ワー クシー トを生 徒 が選択 して取 り組ん だ。全 部 を コー ス別 にす るので はな く、四 の

場 面 の読 み取 りの後 半 では、 各 コー スの読 み取 りが生 かせ るよ うに班 学習や 発 問 を工夫

した。

国
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イ 人物像 を読み 取 る指導 の 工夫

人 物像 を読み取 る方法 を提示 し、 ワー クシー トを次の観 点(a～g)で 作成 したt」

1どこに線 引 きをすべ きか1(人 物像 の読み 取 りで注 目させ るべ き点)

⇒ 印 は読み取 る内容 。 ※印 は補 充的 な指導 を受 けた 生徒 の様子.

al人 物 の行動描 写 とそ の前後1【 例 】キ キは黙 ってぼ んや りと海 の方 を～ まも

な く振 り返 って ほんの ち ょっ とほ ほえん でみせ る と、 その まま ゆっ く り歩 きは

遮 ⊥(P121・12～P122)⇒ お ば あ さん の言 葉 に迷 いは じめるが、少

しばか りの幸せ(盛 大 な拍 手 〉のた めに 四回宙返 りへ 向けて行 動 を起 こす キキ。

※補充 的 な指 導 を受 けた生徒 は、傍線 を引 く観 点を助 言 された こ とに よ り、

ワー クシー トで人 物像 が読み 取れ る よ うにな った。

bl会 話 文 の 一 部1【 例 】 「い っ か だ れ か が や りま す よ。 」(P]]6・5)⇒ 漠 然

とした不安 。

c匿 情 の 直 接 表 現 の 前後1【 例 】 「SL2とk;Ptし い こ とだ と思 うよ。 」(P118・6)

⇒ 人気 が落 ち るこ とを、 まだ経験 して い ない。

栄補 充 的な指 導 を受 けた 生徒 は、最初 は心 情表現 に のみ に注 目して表 現の深

さに気 付か なか ったが 、周辺 の単語 か ら読 み取れ る よ うにな った。

d匿 別 な 表 現(普 通 と は違 っ た 表 現>1【 例 】 讃 た い[tQll .,ll_iLMです ね お 魚

⇒ 人 間 離 れ した 技 の持 ち主 。 【例 】 「四 回 宙 返 りを しな けれ ば い け な い の だ ろ う

か … … 。 」(P117・ の ⇒ 不 安 、 心 配 、 迷 レ＼ 戸 惑 い 。

e[亟 【例 】練 習 を して み ま した 。(Pll7・6)⇒ 練習に挑戦 しているキキの姿。

【例 】 海 の 方 へ 飛 ん で い っ た とい い ます(P]26・9～ ユ0)⇒ 伝 え 聞 く内容 。

※補 充 的 な指 導 を受 け た 生 徒 は 、 文 末 を比 較 して 考 え る よ うに な っ た。

f匡i函 【例 】 キキ⇒ 単純 な 音の繰 り返 し。鋭 い 音。 緊 張感 のあ る音。人物 像 が

よ くわか らず特微 が ない。

g函 【例 】澄 んだ責⊥上水(P123・1)⇒ きれい だが 、冷 たい。 些L鳥の よ うに

【例 】 白い魂(P]24・9～11)⇒ 純粋 、汚 れ ていな い。色 が ない。 迷い ない。

※補 充的 な指 導 を受 けた生 徒 は、人物 の呼称や色 彩 の意 味 を常 に考 える よ う

にな った。

③ 作品全体 を貫 いて い る物語性 の要 素 を読 み取 る工夫

作品全体 に貫 かれ てい る物 語性 を読 み取 らせ 、 ワー クシー トで学 習 させ た.場 面 ご とに

読み 取 った 内容 をつ な ぐ要素 につ いて 、発 間の工夫 が必要 で ある,。今 回 は次 の よ うな課題

を設 定 して ワー クシー トで取 り組 んだ。

・キ キは 「死ん だ」「死 んで いない」の どち らだ と読 み取れ るか。読 み 取 りの根 拠 とな る表

現 に傍線 を引 く。 ⇒ 「死」とは述 べ られて いない。

・キ キは四 回宙 返 りを 「成功 した」「失 敗 した」の どち らだ と読み取 れ るか.読 み 取 りの根

拠 とな る表現 に傍線 を引 く。⇒成 功

作 品 を貫 く物語性 を読 み取 らせ る と同時に、 読み 取った 内容 の根 拠 となる表 現 に注 目で

きる よ うに指 導す る ことが大 切で あ る。
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皿 研 究 の 成 果 と課 題

1研 究の 成果

学習指 導要領 に示 された 内容 は、全 ての 生徒 に対 して指 導 し、確 実 に定 着 させな けれ ばな

らない基 準 で ある。 しか し、 国語 の授 業 において 、補 充 的 な手 だ てが必 要な生 徒や発 展 的 な

学 習 に進 ん で取 り組 め る生徒 に対 して、それ ぞれ の習熟 の程度 に応 じた指 導 がやや もす る と

十 分 に行 われ てい なか った.ま た、 中学生 の時期 は、言 語能力 の差 が 大 きくな る傾 向が あ る

が、 この時期 に生徒 が 自らの学 習状況 を把握 し、学 習 の 目的 を意識 して授 業 に取 り組 む こと

は大切 で あ る。

本部会 で は、 こ う した指 導 と生 徒 の実態 を踏 まえ、研 究 に取 り組 ん だ。 そ の結果 、次 の こ

とが成 果 と して あげ られ る。

(1)適 切 な実態把握 が生 徒に 「読 むカ」 の現状 と課 題 を意識 させ る

生徒 が 「読む こと」 の学習 に取 り組 む に 当たって 、学習集 団のっ まず き を指導者 が 的確

に と らえ るこ と、ま た生徒 自身 が 自分 のつ まず きが どこに あるの かを認識す る こ とが必 要

で あ る。 そ して、そ のっ まず き を克服す るた めに効果 的 な学習 指 導が行 われ 、生 徒 自身 も

取 り組 む べ き課題 を意識 して学習 す る。 さ らに、そ の過程 で、生徒 が 臼分 の 「読 む能 力 」

の伸 長 に気 付 くこ とが重要 であ る。

一方
、習 熟 の程度 の高い生徒 に も、 その程度 に応 じた学 習指 導や課題 が必要 で あ り、 生

徒 が学習す る過 程で 自信 や成就 感 を得 られ る よ うにす る。 生徒 が 自らの学習 の実現状 況 を

把握 し、 「読 む能力 」 の伸 長 に気 付 くよ うな指導 の工夫 が求 め られ る。

(2)個 に応 じた適 切な課 題設定 が学 習意欲 の 向上 につ なが る

国語 の授 業 におい て、生徒 の習熟 の程 度の差 へ の対応 が大 きな課題 と考 える.本 部 会 で

は、生徒 の程度 の差 に対 して、A・B・Cの3段 階 に応 じた学 習指 導 を行 った結 果 、学 習

意欲 の 喚起 や学 習課題 への意識 化 が 図 られた。

2今 後 の課 題

(1)読 み のカ を どう統合 して い くか

「文章 の 内容 を正 しく要約す るこ とがで きる」 こ とは、学習 指 導要領 の第1学 年 の指 導

内容 で あ る。要約 す るカ を身 に付 け させ る こ とは、 生徒 が総合 的 に読む カ を身 に付 けて い

く過程 のね らいの一つ で ある。 そ こで 、中学校 三年 間で こ う したカ を確 実 に身 に付 け させ

るた めに、意 図的 ・計画的 に指 導 が展 開 され る よ う系 統 的 な年 間指 導計 画の作成 が 求 め ら

れ る。

(2)生 徒 に 自分の読 む 力 をと らえ させ 、学 習意欲 を喚起 す る評価 力 を ど う付 けて い くか

自 らの読 む ことの学 習の実 現状況 を把 握 した生徒 が、進 んで 目標 を 立てて学 習 し 「読 む

カ」 を伸長 させ る とともに、今 後 の学習 への意欲 を喚起す る 自己評価 力 を身 に付 けてい く

こ とが課題 で あ る。生 徒が進 んで課題 を見 出そ うとした り、取組 を工夫 した りす る よ う、

丁寧 で継続 的 な指 導 を繰 り返 し行 うこ とが大切 で ある。
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